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ページ 誤 正 

P10 左段 下か

ら 8 行目 

抵抗の記号を          で示す。 抵抗の記号を          で示す。 

P10 式(3.7) I E R   E
I

R
  

P26 右段文章最下

段 

 

応答周波数も DC（直流）～500 kHz程度であり 応答周波数も 0～500 kHz程度であり 

P41 右段 8行目 

 

測定器のレンジつまみが「OFF」になっていることを確認する。 測定器のレンジつまみが「OFF」になっていることを確認する。 

＜削除＞ 
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ページ 誤 正 

P41 右段 14行目 感度調整器を「OFF」，校正（CAL）スイッチを「0」となって

いることを確認して、 

感度調整器を「OFF」，校正（CAL）スイッチを「0」となって

いることを確認して、 

＜削除＞ 

P43図 7.6 

 

 

 

①ゲージ形式 ②ゲージ長 ③ゲージ率 ④ロット ⑤ゲー

ジ抵抗 ⑥数量 ⑦適合線膨張係数 ⑧100℃当たりのゲージ

率の温度係数（許容誤差表示） ⑨横感度比 ⑩適用接着剤 

⑪製造番号 ⑫試験環境 

P43 左段下から 7

行目 

 

 = 951×10-6 = 475×10-6 
6

6951 10
475 10

2




      

P43 式(7.2)   = E   = E 
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P43 s = 206 GPa ´ 475´10-6

= 206 ´109 ´ 475´10-6

= 97.9 GPa

 

6

9 6

206 GPa 475 10

206 10 475 10

97.9 MPa





   

   



 

P44 式(7.3) 
¢ex = ex ´

hx

hc
´
Km

Kg
     x m

x c

c g

h K

h K
 

P44 左段 
¢ex = 500 ´10-6 ´

39

50
´

2.00

2.12

= 368´10-6

 
6

6

39 2.00
500 10

50 2.12

368 10





    

 

x  

P44 右段 
¢ex = 500 ´10-6 ´

39

50
´

2.00

2.12

= 368´10-6

 

6
6368 10

184 10
2

x




     

P45 （10周期 100mmの 1/10） （10周期 20mmの 1/10） 

P45 表 7.1 ゲージ抵抗 120.1Ω 
 

ゲージ抵抗 120Ω 
 

P47 表 7.2 ゲージ抵抗 120.1Ω 
 

ゲージ抵抗 120Ω 
 

P47 表 7.2 周波数 (Hz) 

5 
 

周波数 (Hz) 

10 
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P48表 8.1 4．測定点数と位置：1点，載荷点から 160 mmの位置に長手方

向に調布する。 

4．測定点数と位置：1点，載荷点から 200 mmの位置に長手方

向に調布する。 

P48 

表 8.1 

6．使用ひずみゲージとリード線種類：ゲージ長 5 mm，抵抗 120 

Ωの鋼用単軸ゲージ，3線式リード線 

6．使用ひずみゲージとリード線種類：ゲージ長 5 mm，抵抗 120 

Ωの鋼用単軸ゲージ，2線式リード線 

P48表 8.1 9．ひずみゲージの結線法：1アクティブゲージ 3線式結線法 9．ひずみゲージの結線法：2アクティブゲージ法 

P51 表 8.4 測定値 (×10–6) 

504 
 

測定値 (×10–6) 

1008 
 

P54 表 8.7 13.測

定結果 周期・周

波数 

 

紙送り速度 

Tc (mm/s) 

50 
 

記録速度 

Tc (s/DIV) 

0.2 
 

P54 表 8.7 13.測

定結果 周期・周

波数 

読取り幅 

 

読取り幅 

Tx (mm) 

読取り幅 

t (mm) 

 


